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「
増
え
る
元
気
な
高
齢
者
」
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岡
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員

静
岡
新
聞
社
社
会
部
長

上

原

広

彦

　

「
今
、
元
気
で
は
つ
ら
つ

と
し
た
高
齢
者
は
ど
こ
に
で

も
い
る
。
『
飛
び
抜
け
て
す
ご

い
』
と
誰
も
が
納
得
す
る
よ
う

な
お
年
寄
り
を
探
す
の
は
大
変

だ
よ
」
。
昨
年
末
、
２
０
１
９

年
元
日
付
の
静
岡
新
聞
朝
刊
で

「
県
内
の
ス
ー
パ
ー
高
齢
者
」

の
特
集
を
組
も
う
と
準
備
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
五
十
代
後
半
の

先
輩
記
者
か
ら
こ
ん
な
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。

　

取
材
担
当
者
は
３
人
で
、
い

ず
れ
も
二
十
代
。
初
め
の
う
ち

は
、
七
十
代
で
活
躍
し
て
い

る
方
を
何
人
か
候
補
と
し
て
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。

若
手
記
者
に
と
っ
て
七
十
代

は
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
世
代
は
仕
事
も
含
め
現
役
バ

リ
バ
リ
で
、
お
年
寄
り
と
し
て

扱
わ
れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
記

者
に
は
「
少
な
く
と
も
八
十
代

後
半
よ
り
上
で
、
な
お
か
つ
相

当
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
と
読

者
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
」
と

伝
え
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
取
材
対
象
に
な
っ

た
方
は
、
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
五

種
競
技
（
八
十
五
歳
以
上
の

部
）
世
界
記
録
保
持
者
の
八
十

七
歳
の
男
性
（
長
泉
町
）、
音

楽
教
師
で
楽
器
開
発
の
研
究
に

も
取
り
組
む
九
十
一
歳
の
男
性

（
菊
川
市
）、
舞
踊
教
室
講
師

で
今
も
優
美
な
踊
り
を
披
露
す

る
百
歳
の
女
性
（
島
田
市
）
の

３
人
で
す
。
こ
の
う
ち
長
泉
町

の
男
性
は
日
々
、
砲
丸
や
ハ
ン

マ
ー
、
円
盤
の
投
て
き
の
練
習

を
行
い
、
プ
ー
ル
で
は
五
百
メ

ー
ト
ル
泳
い
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
お
三
方
の
中
で
は
最

も
年
下
で
す
が
、
文
句
な
し
の

「
ス
ー
パ
ー
高
齢
者
」
と
し
て

取
り
上
げ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
特
集
記
事
を
今
年

の
正
月
に
展
開
し
た
の
は
、
平

成
の
終
わ
り
に
な
っ
て
「
人
生

百
年
時
代
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
新
た
な
時
代
を
象
徴

す
る
方
々
を
紹
介
し
よ
う
と
い

う
趣
旨
で
す
。「
健
康
長
寿
」

の
元
気
な
お
年
寄
り
が
増
え
て

い
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
平
成
の
初
め
に

始
ま
っ
た
「
８
０
２
０
運
動
」

浸
透
の
効
果
も
大
き
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

八
十
歳
で
自
分
の
歯
を
二
十

本
以
上
保
つ
と
い
う
分
か
り
や

す
い
目
標
を
掲
げ
た
運
動
は
、

息
の
長
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
続
い
て
い
ま
す
。
超
高
齢
化

社
会
が
到
来
す
る
中
、
重
要
性

は
さ
ら
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

平
成
が
終
わ
り
、
迎
え
る
新

し
い
時
代
。「
ス
ー
パ
ー
高
齢

者
」
が
さ
ら
に
増
え
る
よ
う
、

運
動
の
周
知
に
微
力
を
注
げ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「8020推進・静岡県大会2019」

〈大会概要〉
・表　彰
　　8020県民表彰（県知事賞）
　　8020推進財団理事長賞
　　図画・ポスターコンクール最優秀賞

・保健活動発表

・講　演
　　三遊亭楽之介（落語家・小山町出身）

日時：2019年11月17日（日） 13:00～16:00

会場：裾野市民文化センター「大ホール」
　　　（裾野市石脇586）

予告
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
口
腔
ケ
ア

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
例

年
11
月
上
旬
頃
か
ら
発
生
し
始

め
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
た
後
、
４
月
頃
に

は
流
行
が
終
息
し
ま
す
。
静
岡

県
で
は
、
２
０
１
８
年
第
49
週

（
12
月
３
日
〜
９
日
）
か
ら
流

行
シ
ー
ズ
ン
入
り
と
な
り
、
２

０
１
９
年
第
３
週
（
１
月
14
日

〜
20
日
）
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

終
息
し
て
き
ま
し
た
（
表
１
）。

毎
年
一
千
万
人
以
上
が
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
り
頭
痛
、
鼻

水
の
ほ
か
、
38
〜
39
度
を
超
え

る
発
熱
や
関
節
痛
な
ど
全
身
の

症
状
を
伴
う
の
が
特
徴
で
す
。

高
齢
の
方
や
乳
幼
児
の
場
合

は
、
重
症
化
し
て
肺
炎
な
ど
を

併
発
し
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

特
徴
は
、
Ａ
型
が
二
種
類
流
行

し
、「
二
回
か
か
る
人
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
」

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
意
喚
起
が
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対

策
と
し
て
有
効
な
手
段
と
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
毎
年
の
よ
う

に
小
さ
な
変
異
を
繰
り
返
す
た

め
、
１
０
０
％
予
防
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
以
外
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
、


十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る


人
混
み
を
避
け
る
よ
う
に
す
る


室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る


マ
ス
ク
の
着
用


手
洗
い
う
が
い
の
励
行

な
ど
は
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す

が
、「
歯
磨
き
・
口
腔
ケ
ア
」
が

予
防
効
果
を
高
め
る
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

駿
東
郡
長
泉
町
で
開
業
さ
れ

て
い
る
米
山
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
米
山
武
義
先
生
ら
（
注
１
）

が
発
表
さ
れ
た
研
究
で
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
、
口
腔
ケ
ア
を

行
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
行
わ
な
か

っ
た
グ
ル
ー
プ
の
比
較
を
す
る

と
、
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
た
グ
ル

ー
プ
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
リ
ス
ク
が
10
分
の
１
で
あ

っ
た
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表

２
）
同
じ
よ
う
に
、
奈
良
県
歯

科
医
師
会
の
調
査
で
は
、
介
護

施
設
で
歯
科
衛
生
士
が
高
齢
者

に
対
し
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
舌
磨

き
の
指
導
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

通
常
の
歯
磨
き
を
し
て
い
た
施

設
に
比
べ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
症
率
が
10
分
の
１
に
減
少
し

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
学
童
児

童
に
も
口
腔
ケ
ア
に
よ
る
予
防

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
衛
生
に
理
解
が
あ
り
、
杉

並
区
長
を
さ
れ
て
い
た
山
田
宏

参
議
院
議
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
注
２
）
で
は
、「
区
内
の
一
部

の
小
学
校
に
歯
磨
き
奨
励
用

の
洗
面
台
を
設
置
し
て
、
地
域

の
学
校
歯
科
医
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
歯
磨
き
励
行
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
率
が
約
45

％
で
し
た
。
そ
の
他
の
学
校
の

79
・
６
％
と
比
べ
て
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
率
を
大
幅
に

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
３
）。

で
は
、
な
ぜ
口
腔
ケ
ア
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
効
果

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
口
腔
内
の
細
菌
が
鍵
を
握
っ

て
い
ま
す
。

日
本
大
学
歯
学
部
の
研
究
に

よ
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
、
鼻
や
喉
な
ど
の
気

道
粘
膜
の
細
胞
に
付
着
し
て
侵

入
し
ま
す
。
た
だ
し
、
通
常
粘

膜
は
タ
ン
パ
ク
質
で
覆
わ
れ
て

い
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
な
か
な
か
付
着
す

る
こ
と
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
歯
垢
に
含
ま
れ
る
細
菌
が

作
り
出
す
酵
素
（
プ
ロ
テ
ア
ー

ゼ
、
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
「
Ｎ

Ａ
」）
が
粘
膜
を
覆
っ
て
い
る

タ
ン
パ
ク
質
を
破
壊
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞

表1　静岡県における定点当たり報告数

表2　口腔ケアの介入による
インフルエンザ発症率の比較

表3　小学校におけるインフルエンザ
罹患率の比較罹患率の比較

山田　宏　参議院議員HPより引用

1.0％

9.8％

45％

79.6％

10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

（％）

洗面台を設置していない学校 洗面台を設置した学校

専門的口腔ケア群 対象群
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正しいマスクの着用

に
侵
入
す
る
の
を
手
助
け
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
ウ
イ
ル
ス
の
増

殖
を
助
け
、
感
染
を
拡
大
す
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
注
３
）。
そ
こ
で
口
腔
ケ
ア
に

よ
り
歯
垢
を
除
去
し
て
、
感
染

を
助
長
さ
せ
る
細
菌
を
減
ら
せ

ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
や

感
染
拡
大
が
抑
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対

策
と
し
て
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
手
洗
い
や
う
が
い
に
加
え
、

し
っ
か
り
と
し
た
歯
磨
き
指
導

を
受
け
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ

と
に
よ
り
予
防
効
果
を
高
め
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
よ
う
で
す
。

（
注
１
）
安
部

修　

石
原
和
幸　
　

奥
田
克
爾　

米
山
武
義

：

「
高
齢
者
呼
吸
器
感
染
予

防
の
口
腔
ケ
ア
」．
日
本

歯
科
医
学
会
誌
，
25

：

27

│

33
，
2
0
0
6

（
注
２
）
山
田

宏

参
議
院
議
員
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
予
防
医
療

は
口
の
健
康
か
ら

山
田

宏
か
ら
皆
さ
ま
に
お
伝
え

し
た
い
こ
と
」

（
注
３
）
今
井
健
一　

神
尾
宜
昌　

落
合
邦
康

：

「
口
腔
細
菌

に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
促
進

作
用
と
重
症
化
メ
カ
ニ

ズ
ム
」．
日
本
歯
科
評
論
，

75
（
１
）
：
１
２
７
│

１
３

２
，
２
０
１
５

インフルエンザの感染を防ぐためには
マスクを着用する

口と鼻を覆う

顔をそらす

すぐに捨てる

こまめに手洗い

くしゃみや咳が出ている間はマスクを着用し、使用後のマスクは放置せず、

ごみ箱に捨てましょう。

マスクを着用していても、鼻の部分に隙間があったり、あごの部分が出たり

していると、効果がありません。鼻と口の両方を確実に覆い、正しい方法で

着用しましょう。

くしゃみや咳をする
ときは、ティッシュ
などで口と鼻を覆い
ましょう。

口と鼻を覆ったティッ
シュはすぐにゴミ箱に
捨てましょう。

くしゃみや咳の飛沫は、1
～2メートル飛ぶと言われ
ています。
くしゃみや咳をするとき
は、他の人にかからない
ようにしましょう。

くしゃみや咳などを押さえた
手から、ドアノブなど周囲の
物にウイルスを付着させたり
しないために、インフルエン
ザに感染した人もこまめな手
洗いを心がけましょう。

参照：政府広報オンライン
「インフルエンザの感染を防ぐポイント」
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8020県民表彰（10名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

【県知事賞】望月卓至（富士市）

向井郁子（伊東市）、飯塚　貢（函南町）、山口静江（小山町）

鈴木菊男（静岡市清水区）、鈴木満洲夫（静岡市葵区）、吉川幸徳（藤枝市）

堀内省吾（掛川市）、中安新平（磐田市）、石塚浅男（浜松市中区）

8020推進財団理事長賞（10名）
　伊藤唯治（熱海市）、小川喜代江（三島市）、船戸勝江（沼津市）

　植松和余（富士市）、竹川春美（富士宮市）、柴崎雅宏（静岡市葵区）

　田澤　薫（藤枝市）、大谷正男（牧之原市）、岩崎　繁（掛川市）

　鈴木勲寿（浜松市西区）

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール「最優秀賞」（5名）
幼稚園・保育園の部：鈴木華音（掛川市立さかがわ幼稚園　年長）

小学校低学年の部：冨永花穏（菊川市立横地小学校　２年）

小学校高学年の部：篠田優衣（磐田市立東部小学校　４年）

中 学 校 の 部：加藤生音（長泉町立北中学校　３年）

特別支援学校の部：大石彪牙（菊川市立小笠北小学校・特別支援学級　３年）

「平成30年度 8020推進・静岡県大会」表彰の皆様
（平成30年11月11日 開催）


